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つである. これらの 3種類のうち, 本研究では「特定個人向けの
分人」のみを扱う.
3 ガウス過程
ガウス過程とは, ある入力 x に対する出力 y を予測する関数
を, 多変量ガウス分布から生成する方法であり, 回帰問題や分類










る. 全体として必要な要素は認識部 (顔認識, 音声認識)と処理部









NAOのカメラ, マイクで顔認識, 音声認識を行う (図 2).
図 2 実験風景：顔認識, 音声認識
図 3 ガウス過程による分類結果
ガウス過程による分類は図 3のようになった. 青点, 赤点はそ
れぞれ分人 A,Bへの質問に対する回答文の数値データをを示し
ている. 等高線は分人 A,B を分ける予測関数を表しており, 黄
色の曲線に近いほど分人 A の割合が大きく, 黒色の曲線に近い
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